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令和４年度 第１回 南陽中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

１ 開催日時 令和 4 年 5 月 26 日（木）10 時 10分から 11 時 39 分まで 

２ 開催場所 南陽中学校 会議室 

３ 出席委員 池野滋久・増田亜美・増田哲也・加藤裕之・鈴木和枝 

４ 欠席委員 村松真弓 

５ 学校支援コーディネーター 水野真宏 

６ 学校 杉山哲也（校長）・高塚陽子（教頭）・藤田丈夫（教諭ＣＳ）・山口直子（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会 鈴木陽子 （浜松市教育委員会 教育総務課 地域連携グループ） 

８ 傍聴者 なし 

９ 協議事項 

（１） 会長の選出及び副会長の指名について 
（２） 議長の選出について 
（３） 南陽中学校運営基本方針について 
（４） 夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書について 
（５） 学校運営協議会の自己評価項目の確認、項目事項追加について 

１０ 会議録作成者 ＣＳディレクター 山口直子 

１１ 会議記録 

・司会の藤田から、委員総数委員総数６人のうち５人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立し
ている旨の報告があった。 

・校長挨拶「本校における学校運営協議会は今年度からの開始。地域の学校・開かれた学校を目指し委員の力
を借りながらやっていきたい。」 

・各出席者の自己紹介。氏名・来歴を述べた上で、より良い学校づくりを目指していきたい旨の挨拶があった。
教育委員会の鈴木陽子より、自己紹介と併せて学校運営協議会規則に関する説明があった。特にその目的・
自己評価・委員の守秘義務・会議の公開についての詳細説明がされた。評議委員経験とそのネットワークを
活かし、充実した学校教育を目指した建設的な話し合いに価値がある、と意義を強調。 

 
（１） 会長の選出及び副会長の指名について 
（２） 司会から、会長の選出について委員に意見を求めたところ自推はなかったため、司会より増田亜美委員

を会長に推挙する旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。またその後、会長に選
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任された増田亜美委員から増田哲也委員を副会長に指名する旨の報告があった。 
（３） 議長の選出について 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、増田亜美会長から副会長を推挙する旨の発言
があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

（４） 南陽中学校運営基本方針について 
◇議長の指示により、校長から別紙資料に基づき以下の通り学校運営基本方針の説明があった。 
 目指す生徒像「社会を生き抜く資質・能力を育む生徒」「思いやりと感謝の心を持った生徒」 
「切磋琢磨できる生徒」 

 〈生徒が「安心して生活」し、「夢を持ち頑張れる」学校〉〈保護者に対して信頼の絆でつなぐ学校 づく
り〉〈職員の資質の向上と働き方改革〉の３点を大切にしていきたい。 

 令和３年度実施の生徒・保護者対象学校アンケートの結果を紹介した上で、本校は満足度も高く幸せな
学校だと評価されている。今年度のアンケート結果を反省点に次年度に活かしていく。 

 地域文化の継承を目的とした大凧作りの「南陽組」活動、「芳川花の会」による生け花指導活動、地域貢
献・地域交流の場としての「吹奏楽部定期演奏会」の開催。この３つの活動を地道に続けていきたい。 

 今後の目標は、〈部活動での地域との触れ合い〉〈「地域防災」への中学生の参加〉の２点。 
 学校ＨＰや行事などで「開かれた学校」を実践してはいるが、「より地域に開かれた、地域の中の学校」

を目指す上で、学校運営委員会の意見を仰ぎたい。 
◇協議の結果、全員異議なく学校運営基本方針を拍手で承認。 

（４）夢育
ゆめいく

やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書について 

◇教頭より、別紙資料に基づき、学校運営の基本方針を具現化するための意見説明があった。 
 健全な生徒育成のための地域との関わり。大凧作り・「芳川花の会」・和太鼓「鼓星」 
 キャリア教育充実。外部講師を招聘・進路講話・職業体験・未来授業 

◇校長より、「鼓星」・職業体験について以下の現状説明があった。 
「鼓星」は外部の太鼓指導者により本格的な指導を受けており、保護者から部活動への格上げ希望もあるが、常
任指導者の不在現状。職業体験・未来授業では、地域の様々な職業の方が来校し話をしてくれている。 
◇校長・教頭の説明を受けて、委員から以下の質問・発言があった。 

 職場体験の行き先は生徒の希望で決めるのか？「開かれた学校」実現のためにも、生徒が地域に出て学
ぶことも大切。コロナ禍で調節しながら実施して欲しい（加藤委員） 

→ 基本的には２年時に本人の希望職種での職業体験を行っているが、コロナ禍で現高校１年・中学３年
生徒は職場での職業体験が実施出来ておらず、各企業からの派遣講師を呼んで職業講話を行った。（藤
田教諭ＣＳ） 

→ 未来授業への支援申込みと職場体験を計画中。コロナ状況を考慮しながら２年主任と調整中（校長） 
◇協議の結果、全員異議なく夢育やらまいか事業に対する意見書を承認した。 

午前１２時００分 閉会 


